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日
露
戦
争
戦
利
品
の
砲
も

葛
木
坐
火
雷
神
社
（
葛
城
市
）

莢莢

莢莢

葛
木
坐
火
雷
神
社
拝
殿
と
大
砲
‖
葛
城
市
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
葛
城
市
笛
吹
４
４
８

（
通
称
）
笛
吹
神
社

（
祭
神
）
火
雷
大
神
、
天
香
山
命

（
交
通
）
近
鉄
御
所
線
・
忍
海
駅
か
ら
徒

歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
。
無
料
。

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
５
０
２
４

葛
城
山
の
ふ
も
と
、
笛
吹

神
山
に
鎮
座
す
る
こ
の
神
社

の
創
建
は
神
代
と
も
神
武
天

皇
の
代
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す

が
、
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
神
社
に
伝
わ
る
旧
記
か

ら
崇
神
天
皇
の
代
に
は
す
で

に
こ
の
地
に
鎮
座
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

祭
神
は
火

雷

大
神
と

天
香
山
命
で
す
。
王
朝
の

笛
師
を
つ
と
め
た
笛
吹
連

が
こ
の
地
に
居
住
、
天
香
山

命
を
祖
先
神
と
し
て
笛
吹
神

社
に
祭
ら
れ
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

火
雷
大
神
は
雷
神
、
つ
ま

り
雷
雨
を
も
た
ら
す
農
耕
神

と
し
て
祭
ら
れ
ま
し
た
。
夏

の
雷
を
と
も
な
う
雨
が
稲
作

に
と
っ
て
め
ぐ
み
の
雨
で
雷

神
は
人
び
と
が
畏
敬
す
る
神

で
し
た
。
「
延
喜
式
」
神
名

帳
に
は
火
雷
大
神
は
大
膳
職

（
宮
中
の
食
事
や
儀
式
の
お

膳
を
担
当
す
る
役
所
）
に
祭

ら
れ
る
三
神
の
う
ち
の
火
の

神
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

葛
木
坐
火
雷
神
社
と
笛
吹

神
社
は
元
々
別
の
神
社
で
し

た
が
、現
在
は
一
つ
に
な
り
、

そ
の
地
名
か
ら
正
式
名
の
葛

木
坐
火
雷
神
社
よ
り
も
笛
吹

神
社
の
名
で
地
元
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

境
内
で
は
古
び
た
大
砲
が

ひ
と
き
わ
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
は
日
露
戦
争
の
戦
利
品
と

し
て
１
９
０
９
年
に
政
府
よ

り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
当

時
、
日
本
各
地
の
神
社
な
ど

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
が
、
太

平
洋
戦
争
な
ど
で
ほ
と
ん
ど

が
軍
な
ど
に
回
収
さ
れ
、
当

時
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い

る
の
は
大
変
貴
重
な
も
の
で

す
(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ

エ
の
会
会
員

東
辻
裕
子
）


